
胃内視鏡検査を受ける患者さんへ 

                 昭和の杜病院 
 

この度は、胃がん健診のお申し込みをいただき誠にありがとうございます。胃内視鏡

検査は、食道、胃、十二指腸にできる病気（炎症・潰瘍・ポリープ）を早期に発見

し、健康を維持できるようにすることを目的に行います。 

➢ 新型コロナウィルスやインフルエンザに「感染した場合」、10 日以上経過しないと検

査を受けることができませんので、その際には病院までご連絡ください。 

➢ 新型コロナウィルスやインフルエンザの「疑い」のある方と5日以内に接触があった 

場合には検査ができませんので、病院までご連絡ください。      

【検査前日の注意点】  

食事・水分摂取    

➢ 検査前日に食事内容の制限はありませんが、夜 21 時までに食事を済ませてくださ

い。 

➢ ２１時以降は禁食です。飲酒は避け、早めに就寝してください。 

「水」は飲めます。 

【検査当日の注意点】  

 食事・水分摂取  

➢ 禁食です。検査当日の水分摂取は「水」のみ可です。検査時間の 3 時間前まで飲ん

でいただいて結構です。 

 服薬  

➢ 糖尿病薬を内服している方、インシュリン注射をしている方は、検査当日は中止し

てください。 

➢ 抗血栓薬（血液をサラサラにする薬）を内服している方は申し出てください。 

➢ 抗血栓薬（血液をサラサラにする薬）、降圧薬、抗不整脈、精神科の薬は継続して構

いません。検査時間の 3時間前までに内服してください。 

服装  

➢ 体を締め付けない、楽な服装でご来院ください。  

持参品     

➢ お薬手帳を必ず持参してください。  

【アレルギーについて】  

➢ キシロカイン麻酔剤（歯科治療や外科処置の際に使用する薬剤）のアレルギ

ーのある方は、胃内視鏡検査を受けることができません。  

【内視鏡下生検法について】  

  生検法とは、内視鏡検査の際に医師の判断により、小さな組織を採取して、

顕微鏡検査で良性か悪性かを判断するものです。生検法を実施した際の費用

は、健診費用の他、別途「生検費用（保険適応になります）」が発生します。  



➢ 抗凝固剤、抗血小板剤など、血を止まりにくくする薬を飲んでいる方は、

「生検法」検査はできませんのでご了承ください。  

 

【鎮静剤の使用について】 

➢ 眠気やふらふら感が続くことや判断力が低下することがありますので、検査当日は

車・バイク・自転車の運転はできません。また、危険を伴う作業もできません。 

➢ ご自身の運転で来院された方は、鎮静剤の使用を強くご希望されても使用できませんので

ご了承ください。 

➢ 鎮静剤使用後に運転をした場合、交通事故、交通違反等になる責任は当院では一切

負いかねますので、予めご了承ください。 

➢ 貴重品の取り扱いには十分ご注意ください。 

➢ 重症筋無力症の治療を受けている方は、鎮静剤の使用ができません。 

➢ 医師の判断において、患者さんのご年齢・状態・疾患を考慮し、鎮静剤を使用できな

いことがありますのでご了承下さい。  

➢ 健診費用の他、別途費用が発生します。 

【偶発症について】 

主な偶発症として、のどの麻酔薬によるショック（血圧低下）、内視鏡操作、検体採

取での出血や穿孔があります。また、鎮静剤の使用により、血圧低下、呼吸停止などの

偶発症が考えられます。 

日本消化器内視鏡学会の全国集計による偶発症の頻度は以下の通りです。 

① のどの麻酔薬によるショック（血圧低下）、アレルギー等：0.004％（2万 5千人に１

件） 

② 内視鏡操作、検体採取による消化管粘膜の出血・穿孔：0.005％（2 万人に１件）  

万が一、偶発症が発生した場合には最善の処置をいたします。また、入院施設へ緊急

搬送となることがあります。  

【検査中の注意点】  

➢ 検査の苦痛を和らげるため、全身の力を抜いてリラックスしましょう。 

➢ 苦しい場合は我慢せずに手で合図し、スコープに手を伸ばしたり動いたりしない

でください。 

➢ 唾液は飲み込まずにダラダラと口の外に出してください。 

【検査後の注意点】  

➢ 鎮静剤を使用した場合は、麻酔から覚めるまで観察室で休んでいただきます。検査

当日は車・バイク・自転車の運転はできません。また、危険を伴う作業もできませ

ん。 

➢ 飲食は、医師・看護師の指示に従ってください。検査当日は消化の良いものを選び、

アルコールや刺激物は避けましょう。 

 


